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学校種別等 貸付限度額

高等学校
高等専門学校

国・公立 10万円

私立 30万円
大学
短期大学
専門学校

国・公立 40万円

私立 60万円

1 申し込み（利用者）

（提出書類）
・入学準備金借受申請書
・生活状況の申告書　・同意書
・借受人本人、借受人と生計を同じにする人、連
帯保証人のそれぞれの所得証明書

2 審査（市）
・提出書類により貸与の可否を決定します。

3 借用手続き（利用者）

（提出書類）
・入学準備金借用契約書
・申請者と連帯保証人の印鑑証明書
・入学が確実であることを証するもの（合格通知等）
・口座振替依頼書

4 貸付け（市）
・手続き完了後 20日以内に、指定された口
座に入金します。

5 返済開始（利用者）
・入学後、１カ月以内に入学を証する書類（在
学証明書等）を提出します。

・入学した４月から月額での返済が始まりま
す。

寄附のテーマ（活用状況） 合計額（件数）

活力あふれるまちづくり

2億 7,188 万 7,000 円
（1,520 件）

主に、工業振興費（新技術の
開発や生産設備の取得、工場
の新設等の補助金）として活
用しました。

健康長寿のまちづくり
8,507 万 5,001 円

（625 件）
主に、在宅福祉事業費（介護
予防運動グループへの補助金）
として活用しました。

豊かな人を育むまちづくり
1億 8,528 万 7,001 円

（1,168 件）
主に、中学校教育振興費（中
学校へのALT 配置のための費
用等）として活用しました。

市長が選定した政策等

2億 627 万 3210 円
（1,126 件）

主に、水資源対策費（地下水
涵養負担金等）として活用し
ました。

合　　　　　　　　計 7億 4,852 万 2212 円
（4,439 件）

豊かな人を
育
はぐく

むまちづくりへ

来
春
の
高
校
・
大
学
進
学
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
入
学
準
備
金
貸
付
制
度

市
内
企
業
か
ら
の
寄
附
金
と
「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」
を
活
用
し
、
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
役

立
て
る
た
め
、「
市
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
4
月
に
高
等
学
校
ま
た

は
大
学
等
へ
の
入
学
を
希
望
し
、
入
学
に
必
要
な
費
用
の
支
出
が
困
難
な
場
合
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
の
財
源

「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」

総
務
省
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
出

身
地
や
思
い
入
れ
の
あ
る
地
の
自
治
体

へ
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
確
定
申
告
な

ど
を
す
る
こ
と
で
、
所
得
税
・
個
人
の

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

市
で
は
「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」

と
し
て
平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
み

を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
全
国
か
ら
約

7
億
６
０
６
０
万
円
を
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
産

業
振
興
や
福
祉
の
充
実
、
教
育
振
興
な

ど
、
市
の
3
つ
の
重
点
施
策
お
よ
び
市

制
度
の
概
要

高
等
学
校
ま
た
は
大
学
等
へ
の
入
学

準
備
の
際
、
市
が
入
学
に
必
要
な
費
用

を
無
利
子
で
貸
付
け
る
制
度
で
す
。
利

用
の
際
は
、
所
得
要
件
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。制
度
の
詳
細
は「
入
学
準
備

金
貸
付
制
度
の
ご
案
内
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。（
案
内
は
学
校
教
育
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
）

●
対
象

平
成
29
年
4
月
に
高
等
学
校
、
ま
た

は
大
学
等
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
生
徒

の
保
護
者
で
、
入
学
に
要
す
る
費
用
の

支
出
が
困
難
な
人
で
次
の
条
件
を
満
た

す
人

①
市
内
に
住
民
登
録
し
、
実
際
に
居
住

し
て
い
る
こ
と

②
連
帯
保
証
人
（
１
人
）
を
立
て
ら
れ

る
こ
と

③
生
計
が
同
じ
人
の
所
得
の
合
計
額
が

基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と

長
が
選
定
す
る
政
策
の
取
り
組
み
に
活

用
さ
れ
ま
し
た
。

市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
、
お

知
り
合
い
で
市
を
応
援
い
た
だ
け
る
皆

さ
ん
に
「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」
制

度
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

制
度
の
詳
細
は
、
総
務
課
に
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
庶
務
法
規
担
当

（
71
・
２
４
０
８　

71
・
５
１
５
５
）

※
所
得
要
件
の
ほ
か
に
生
活
困
き
ゅ
う

の
状
況
に
よ
っ
て
貸
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
連
帯
保
証
人
の
要
件

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
実
際
に

居
住
し
次
の
条
件
を
満
た
す
人

①
借
受
人
と
は
別
に
独
立
の
生
計
を
営

む
20
歳
以
上
の
人

②
市
税
に
滞
納
が
な
い
人

③
後
見
や
保
佐
、
補
助
開
始
の
審
判
ま

た
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け

安
曇
野
の
子
ど
も
た
ち
を
育
み

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

こ
の
度
、
市
内
の
株
式
会
社
マ
ル
井

様
か
ら
長
年
に
わ
た
り
、
人
材
育
成
の

た
め
に
い
た
だ
い
た
寄
附
金
と
「
安
曇

野
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
の
一
部
を
活
用

し
、
学
習
意
欲
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
経
済
的
な
理
由
で
進
学
等
が
困
難
な

子
ど
も
た
ち
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
高

校
・
大
学
進
学
の
た
め
の
入
学
準
備
金

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

市
で
は
、「
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」
を
重
点
施
策
の
一
つ
に
掲
げ

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
の
職
業
観

や
主
権
者
意
識
を
身
に
付
け
る
「
立
志

塾
」、「
中
学
生
議
会
」
の
開
催
、
国
際

感
覚
を
養
う
「
中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
」
な
ど
、
今
後
も
安
曇
野
ら
し
い

特
色
あ
る
教
育
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
市
の
大

切
な
宝
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
す
る
人
材
育
成
と
合
わ
せ
て
、
ふ
る

さ
と
安
曇
野
へ
の
定
着
も
促
し
、「
若

者
が
活
躍
で
き
る
」
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
長　

宮
澤
宗
弘

て
い
な
い
人

●
利
子　

無
利
子

●
返
済
方
法　

入
学
月
の
4
月
か
ら
各

学
校
の
通
常
の
修
学
期
間
中
に
返
済

（
繰
り
上
げ
返
済
可
）。

●
募
集
期
間　

11
月
1
日
か
ら
平
成
29

年
3
月
末
日
ま
で

●
申
し
込
み　

学
校
教
育
課
教
育
総
務

係
（
市
役
所
3
階
7
番
窓
口
）

問
学
校
教
育
課
教
育
総
務
係

（
71
・
２
２
２
３　

71
・
２
３
３
８
）

●貸付限度額

●利用の流れ

●寄附金の実績および活用状況
　（平成 27 年度）


